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交流出力ができる 
実用的非常電源教材 

〈製作の動機・目的〉 

東日本大震災時の長期の停電において，中学校の技術科で作った発電教材が役立った。しかし、交流で動作す

る機器には適用できなかった．交流出力ができる電源教材があれば，さらに役立ったと考えた 

 

 

 

 

交流出力発電システムの概要 注意すべき点 

発電方法としては，太陽光発電

を利用することにした．太陽電池

の出力は直流であるために，交流

に変換（インバータ）が必要にな

る（図２，３）．太陽電池の直流

出力はチャージコントローラを

介して，バッテリーに充電して，

インバータで交流に変換する．適

用する装置によって，正弦波出力

型と疑似正弦波出力型のインバ

ータを選択する．疑似正弦波出力

型は安価であるが，対応できない

機器がある． 

 

教材としての活用方法 

家庭の太陽光発電発電システムと関連させた学習に活用することができる．直流→交流変換，交流→直流変換

について学習するために利用できる．適用する機器で必要な電力に応じて，光電池の発電能力，バッテリー，イ

ンバータの種類を選択する（設計に関する学習）．変換を学習することができる教材であるととともに，非常時に

利用できる電源として実用的な教材になる． 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

一般家電に適用できる交流電源出力の教材の開発 

従来の手回し発電機以上の出力電力 

従来の発電教材の課題 

①一般家電に適用できない※直流発電機で

あるため 

②発電量が小さい 

図 1 発電教材の課題と目標 

図 ２ 太陽電池による交流発電システム 

図 ３ 直流から交流電気にする仕組み 


